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論文内容の要旨
本論文は，セラミック溶射皮膜の構造を明らかにするとともに，皮膜の物性を有効に評価する方法に
ついて皮膜の構造と物性との関係から検討した一連の研究成果をまとめたものであり，以下の 7 章から
構成されている。
第 1 章では，セラミック溶射皮膜の構造と物性の評価の現状とそれらの重要性について述べ，本研究
の目的と構成を示しているO
第 2 章では，電気銅メッキ法をセラミック溶射皮膜に適用してセラミック溶射皮膜構造を可視化し，
定量解析を可能とする方法を開発しているO これにより，溶射皮膜は偏平粒子よりなる積層構造をなし
ていること，その粒子の平均厚さ，粒子間平均結合率，粒子内垂直き裂密度などの構造パラメータより
溶射皮膜の特性が定量的に評価できることを示し，さらに，プラズマ溶射におけるプラズマ出力，溶射
距離などの溶射条件および溶射方法のこれら構造パラメータに及ぼす影響を系統的に明らかにしているo
第 3 章では，溶射皮膜の摩耗特性を評価するためのACT-JP試験について，セラミック溶射皮膜
の噴射摩耗機構を実験的および理論的に検討し，皮膜のACT-JP値(摩耗速度の逆数)と上記の粒
子間結合率が良い相関を示すことから， ACT一 JP試験によって，セラミック溶射皮膜の粒子間結合
力を相対的に評価できることを明らかにしているO
第 4 章では， 51 っかき試験をセラミック溶射皮膜に適応して，バルクのガラス及び焼結セラミックス
の破壊挙動と比較して検討し，引っかき印加荷重と摩擦抵抗力の関係より皮膜の破壊臨界荷重を測定で
きること，並びに，その関連からセラミック溶射皮膜の破壊挙動を明らかにしているO
第 5 章では，セラミックスを溶射した素材S S41鋼の腐食挙動を電気化学的方法により求め，皮膜表
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面から素材との界面まで貫通する気孔の量(貫通気孔率)がアノード分極曲線の測定により定量的に測
定されることを，貫通気孔の構造，貫通気孔率の膜厚依存性などとともに明らかにしているO
第 6 章では，セラミックスパルタ材と，同じ材料の溶射皮膜の物性値との関係を検討し，皮膜物性の
構造パラメータへの依存性を明らかにしているo
第 7 章では，本研究の成果をまとめ結論としているo
論文の審査結果の要旨
本論文は，従来，系統的な究明が行われず，その詳細が不明であったセラミック溶射皮膜の構造と皮
膜物性の構造支配因子を明らかにすることと，皮膜の物性を有効に評価する方法を図ることを目的とし
て検討したもので，主な成果を要約すると次の通りである。
(1) 電気銅メッキをセラミック溶射皮膜に適用してセラミック溶射皮膜構造を可視化し，定量解析を可
能とする方法を開発している。これにより，溶射皮膜は偏平粒子よりなる積層構造をなしていること，
その粒子間結合率などの構造パラメータより溶射皮膜の特性が定量的に評価できることを示している。
この構造パラメータはプラズマ溶射条件，溶射方法に影響されることを指摘している。
(2) 溶射皮膜の摩耗特性を評価するためのACT-JP試験について，セラミック溶射皮膜の噴射摩耗
機構を実験的および理論的に検討し，皮膜のACT-JP値(摩耗速度の逆数)と上記の粒子間結合
率がよい相関を示すことを実証し， ACT-JP試験によって，セラミック溶射皮膜の粒子間結合力
を有効に評価できることを明らかにしている。
(3) ヲ|っかき試験をセラミック溶射皮膜に適応して，バルクのガラス及び焼結セラミックスの破壊挙動
と比較して検討し，ヲ!っかき印加荷重と摩擦抵抗力の関係より皮膜の破壊臨界荷重を測定できること
を示し，破壊応力と粒子間結合率との関係から臨界破壊荷重以上では，セラミック溶射皮膜の破壊が
粒子間結合状態に支配されることを明らかにしている。
(4) セラミックスを溶射した素材 S S41鋼の腐食挙動を電気化学的方法により求め，その腐食が貫通気
孔を通して素材の腐食に依存することを示し，皮膜表面から素材との界面まで貫通する気孔の量(貫
通気孔率)がアノード分極曲線の測定により定量的に測定されることを明らかにしているO また，貫
通気孔の構造と膜厚依存生にも言及してるO
(5) セラミックスバルク材と，同じ材料の溶射皮膜の物性値との関係より，機械的特性などの皮膜物性
はその構造パラメータ，特に粒子間結合率に大きく依存することを明らかにしているO
以上の様に，本論文は溶射皮膜の構造と機械的特性，腐食特性および，皮膜物性との関係を明確にす
る多くの知見を得ており，溶射工学の発展に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文とし
て価値あるものと認める。
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